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【目的】 大腿骨近位部骨折は高齢者に頻発する骨折の一つで
あり、高齢化率の上昇に伴い年々増加している。大腿骨頸部
骨折術後のリハビリテーションの遷延する要因として、年齢、
受傷前歩行能力、認知症、介護者の有無、手術待機日数、荷
重制限、疼痛、術後合併症などが知られている。これに加え、
われわれの調査では、膝痛を訴える患者は在院日数が長くな
る傾向にあった。一方、その原因までは明らかにできなかっ
た。海老原らは、大腿骨近位部骨折において手術方法によっ
て杖歩行獲得時期や退院先に差が出ることを報告している。
そのため、手術方法の違いが膝痛の割合や在院日数に影響を
与えていると仮説を立てた。そこで、本研究では、大腿骨近
位部骨折の手術方法の違いが膝痛や在院日数への影響を調査
することを目的とした。

【方法】 本研究は後ろ向き観察研究とした。対象は大腿骨近
位部骨折を受傷し、当院にて入院加療を行い、2015年4月
～2017年12月の間に退院した96例とした。また、本研究
での膝の定義は大腿中央部から脛骨中央部までの部位とし、
前面・内側・外側に分け、それぞれ膝前面・内側・外側とし
た。対象者のカルテを参照し、以下の情報を収集した。収集
内容は年齢、性別、FIM、膝痛の有無、疼痛部位、在院日数、
手術時間、手術方法とした。包含基準は人工骨頭置換術、γ
ネイル固定術を施行されたもの、年齢が75歳以上のものと
した。除外基準は、認知機能低下が疑われるもの、死亡した
もの、患肢免荷のまま退院したものとした。基準を満たした
66例を、人工骨頭置換術、γネイル固定術の2群に分類し、
術式毎の膝痛有訴者の割合や疼痛部位を求めた。統計学的手
法にはχ2検定を用いて有意水準は5% 未満とした。また、
両群を膝痛あり群となし群に分け、年齢、性別、FIM、疼
痛部位、在院日数、手術時間を比較検討した。統計学的手法
には対応のない t 検定を用いて有意水準は5% 未満とした。

【説明と同意】 本研究は調査にあたって個人が特定できない
よう匿名化し、当院倫理委員会にて承認を得て実施した。

【結果】 基準を満たした66名のうち、人工骨頭置換術を施行
された症例は40名、γネイル固定術は26名であった。この
うち膝痛有訴者はそれぞれ24名（60%）、17名（65.4%）であ
り、術式による差はみられなかった（p= 0.7）。手術方法別
に膝痛の有無で在院日数を比較検討した結果、人工骨頭置換
術では、膝痛あり群が92±23日、膝痛なし群が78±21日

であった（p ＜0.05）。γネイル固定術では、膝痛あり群が
88±21日、膝痛なし群が48±21日であった（p ＜0.01）。
つまり、膝痛あり群の在院日数は、人工骨頭置換術・γネイ
ル固定術ともに膝痛なし群に比べ、長かった。また、その他
の項目には有意差はなかった。

【考察】 大腿骨近位部骨折受傷後患者について診療記録を参
照し、術式別の膝痛の有無、在院日数を調査した。その結果、
人工骨頭置換術置換術・γネイル固定術ともに約6割の患者
が膝痛を訴えた。また、人工骨頭置換術、γネイル固定術と
もに膝痛なし群に比べ、膝痛あり群の在院日数が長くなった。
先行研究では手術方法の違いが杖歩行獲得時期や退院先に影
響を与えることが明らかにされている。しかし、本研究結果
から手術方法に関係なく膝痛が存在している可能性が示唆さ
れた。また、手術方法で膝痛の割合に差がないことや、人工
骨頭置換術・γネイル固定術ともに膝痛あり群の在院日数が
長くなることからも、手術方法に関わらず、大腿骨近位部骨
折の術後症例において、膝痛は在院日数を長くすることが考
えられ、術後の膝痛への対策が必要になることが考えられる。
しかし、膝痛発生の機序については本研究では明らかにでき
ておらず、既往歴に変形性膝関節症を有する患者も含まれて
いる可能性もあり、膝痛が出現したのか増悪したのかも不明
である。そのため、今後の課題として膝痛発生の機序につい
て調査していく必要があると考えられる。

【理学療法研究としての意義】 手術方法によって歩行獲得時
期や退院先に影響が出ることは先行研究でも明らかにされて
いる。しかし、大腿骨近位部骨折後の入院加療を経た症例に
おいて、術式によらず膝痛有訴者を高率に認めた。膝痛の有
無が在院日数に影響するという研究は少ない。本研究結果は
早期退院を目指す理学療法プログラムでは、手術方法に関わ
らず、膝痛への対策の必要性を示唆する点で有意義である。
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